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開催経緯

休眠預金等活用事業（2023年度通常枠）において、ちくご川コミュニティ財団と実行団体による「チ

ーム アンバイジャー」は、事業「困難を抱える家庭を取り残さない仕組みづくり」に取り組んできま

した。子ども支援や子育て支援の現場では、困りごとが複合化する一方で、制度や支援資源が点在

し、必要な情報が届きにくい・つながりにくい状況が見えています。こうした現状をチーム内だけで

抱え込まず、地域の課題として共有し、次の協働につなげる対話の場をつくりたいという思いから、

地域円卓会議の開催を企画しました。

第1回となる本会は、「地域でつくる切れ目ない子ども・子育て支援」をテーマに、筑後川関係地域に

おける子ども支援・子育て支援の現在地と課題を、市民とともに共有し、考える場として実施しまし

た。着席者（センターメンバー）は、子どもの居場所支援団体、子育て支援団体、行政、学識者な

ど、日頃から支援や制度に関わる関係者で構成し、一般参加は子ども支援や子育て支援に関心のある

方を広く募りました。

地域円卓会議とは

　「誰かの困りごとを地域の課題として情報共有し対話や協働を目指す場」です。特定のテーマにつ

いて多様な立場の人が集まり、情報提供をし合うのが特徴で、賛成派または反対派に分かれた議論は

しません。

　中央の円卓に論点提供者１名と複数人のセンターメンバー(両者をあわせて「着席者」と呼ぶ)、フ

ァシリテーターが着座します。それを囲むように一般参加者が座ります。冒頭、論点提供者がみんな

で考えたい困りごと(論点)を提示。次に、センターメンバーがその論点に関する情報や意見を述べま

す。その後、着席者と一般参加者が複数の小グループをつくり、意見を交換します。そしてもう一

度、着席者による対話が行われます。

　それぞれが話した内容は、記録者が模造紙にまとめます。文だけでなく絵も多用した記録方法であ

る「グラフィックレコーディング」を採用し、最後に記録内容(板書記録)を全員で振り返ります。
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一般社団法人
産前産後サポーター協会 

代表理事

一般社団法人
お母さん大学福岡支局 

代表理事

NPO法人 
久留米市手をつなぐ育成会

 代表理事
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にじいろCAP
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久留米市 子ども未来部
こども子育てサポートセンター 

主任主事

日本福祉大学 教授

センターメンバー

開催概要
テーマ：地域でつくる切れ目ない子ども・子育て支援

日時：2025年11月16日(日) 14:00〜17:00

場所：久留米リサーチパーク(福岡県久留米市百年公園１−１)　研修室A

主催：公益財団法人ちくご川コミュニティ財団

参加者数：45人(論点提供者、センターメンバー含む)

ファシリテーター：庄田 清人　ちくご川コミュニティ財団副理事長

グラフィックレコーダー：栁田 あかね　ちくご川コミュニティ財団理事・企画広報部長

認定NPO法人箱崎自由学舎ESPERANZA　副代表

論点提供者

中村　路子 氏　

　筑後川関係地域の子ども・子育て支援の現場では、ライフステージごとの課題に加え、虐待・貧

困・ヤングケアラー・障がい等の困りごとが重なり、単一の制度・単一分野では支えきれないケース

が増えている。

　論点提供者は、血縁のない「大家族づくり」を掲げる居場所実践（じじっか等）を通じ、支援を

「子ども／親」に分断せず、家族（家庭）を単位に捉える視点の重要性を提示した。

発表では、家庭背景の複雑さ、トラブルにつながりやすい行動、保護者の不安定さ、孤立などが絡み

合い、生活が揺らぐ実態が共有された。

　その上で、年齢や課題で区切る支援だけでは足りない現状を踏まえ、地域としての支援環境をどう

整えるかを議論することが、本円卓会議の論点として提起された。

子ども・子育て支援での個別のライフステージの関わりには
年齢・課題に応じた視点だけじゃ足りないのではないか？

一般社団法人umau.代表理事



【板書記録】











【会場の様子】



【2025年11月16日付　西日本新聞朝刊筑後版】



アンバイジャーを中心に、子ども・子育て支援をテーマ別に議論する場

を継続的に運営する。参加者向けに開設したLINEオープンチャットをコ

ミュニティの基盤として活用し、より多様な参加者とともに論点を共

有・整理しながら議論を深める。

議論の継続と深化

今回の円卓会議で挙がった論点について、官民での情報共有を継続的に

行い、連携の具体案の検討と実行につながるきっかけづくりを進める。

今後取り上げる別テーマについても官民で情報交換の機会を設け、地域

の子ども・子育て支援に関する論点の整理と協働の実装を後押しする。

官民連携の場に

サブセッションをしっかり行い、一般参加者からも話や思いを共有す

ることで、その後の動きを誘発させる。

サブセッションから出た情報共有の時間を確保する。

参加者の満足度を上げる工夫

今後の方向性03

▲論点提供者、センターメンバー、ファシリテーター



参加者アンケート04

●対象：一般参加者37名。うちアンケート回答数17人、回答率46％。

●回答方法：アンケートフォームでのオンライン回答
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●年代 ●どちらからいらっしゃいましたか

●満足度



・こういった活動は常に現在地に戻る必要があるなと実感しました

・久留米で起きている取組を実感できたこと、また、自分の日頃抱えている課題とリンクしたこと

・実現可能な課題であることがたくさんあるということが分かった

・課題が見えてきた。

・まだまだ支援者として動き始めたばかりのため、視点や考え方など学ぶことばかりでした。

・久留米市を中心とした活動の様子を知り、これからの自分の活動に生かせると思えた。

・自団体の活動を客観化して考える事が出来ました。活動を発展させる刺激をいただけた気持ちです

・今日の会議には市の各部署の方々も来られており、アンバイジャーの各団体の活動や話を聞いてきた内容など

を発表することによって、論点に対する答えではないけど、それぞれが聞いてきた内容を大事な所に聴いてもら

えたので、「声を届ける」が前進したのではないかと、思いました。

・初めて参加させていただきました。各団体が混ざり合って参加者も含めて同じ方向（目的）に向かっていく感

覚が得られた会でした。

・課題が見えた

・地域社会への発信として成功したと思います。

・平野先生の解説がわかりやすくて、腑に落ちたところが多かったです。

・てんこ盛りのお話を、惜しげもなくたくさん聴かせていただけたので、時間がとても短く感じました。もっと

お話聴いたり、話をする時間も長くなるといいなぁと思いました。

・知り合いの再会。初めての方との出会い。新しい気づき。

・行政、有識者、そして他の方々の様々な事を聞かせていただけたので

・円卓会議初参加対等なイメージがわかりやすかった。テーマが大きくて、民間団体が知り合い、尊重しあって

いることを知り、さらに、時代変化から、新たな事業を出し合うことの議論も期待します。福祉市の里親ショー

トステイを久留米市でもネット上ではありましたが、何処まで利用できてる現状を市議に聞こうと思いました!

・知らない活動の内容を聞けた。聞いていただけだが、みんなで課題を共有している感じがよかった。

●満足度の理由(自由記述)

【本書に関するお問い合わせ先】

　公益財団法人ちくご川コミュニティ財団

　福岡県久留米市梅満町563

　　　0942-34-5600   　　   info@c-comfund.com
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